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　本号では和文誌である千葉医学に症例報告 1報，
例会報告 2報， 3名の教授の最終講義録が，また
英文誌であるChiba Medical Journalでは原著論文
1報とChiba Medical Society Awardの受賞報告
が掲載されています。
　症例報告は成田赤十字病院外科の中田泰幸先生
によるもので，前医の遺残ガーゼにより形成され
た腫瘤に遭遇した筆者らが，この腫瘤をいかに安
全かつ簡便に摘出するかという観点から，腹腔鏡
を用いて成功した例が紹介されています。遺残
ガーゼが腹腔内異物の約半数を占めるというこ
と，無症候性のものが多いこと，腹単でも比較的
気付きにくい場合が少なからずあることなど，専
門外の小生には興味深く感じられました。本来
あってはならない事故ですが，起こってしまった
ことを最小限の負担で安全に治癒に結びつける努
力は重要であり，このように示唆に富んだ症例報
告とその蓄積がこれからもますます必要とされる
と考えられます。
　千葉医学会の例会報告は精神科および呼吸器内
科の 2つが報告されていますが，いずれも症例報
告，臨床研究のほか，昨今の「留学したがらない
若者たち」という世評にもかかわらず，留学報告
や帰国報告など盛んに留学している様子が伺われ
て，大変頼もしく感じられました。私事ですが，
呼吸器の後輩の先生たちが頑張ってくれている様
子もことのほか嬉しく感じられます。
　原著論文は東京都立小児総合医療センターの清
水直樹先生による術後小児の低張液輸液の危険性
を論じたもので，これまでの通説を覆す意義のあ
る研究と思われます。小児科領域における輸液療
法の基礎となった論文が1957年に発表されたもの
であること，この理論に基づいた低張液輸液が提
唱されたのが1998年と，すでに30年以上前の論文
であることなどが記されていますが，最初発表さ
れた理論がその後疑念を抱かれることなく長年に
わたって受け継がれるというのは，どの領域でも
ありがちなことです。決して古い理論だから正し
くない，ということはありませんし，その多くは
真理をついた正しいものだと思います。しかし，
著明な大家が提唱した理論や“epoch-making”
とされた有名な論文であっても，実際の臨床例の
観察を通じて疑問を感じたら， 1歩 1歩確認しよ
り良いものに改めていくという姿勢は，いずれの
領域でも等しく重要なものと思われます。以前
は，「大御所」（あるいは声の大きな人 ?）の発言
や論文が独り歩きしがちでしたが，最近はこれに
かわってガイドラインという巨人が闊歩しつつあ
るようです。最近のカルテを見ていると，見かけ
上，ガイドラインにさえ従っていればそれ以上は
（個々の患者さんに合わせることは）何も考えな
くてよい，とでもいいそうな，「寄らば大樹の陰，」
的な雰囲気を感じるときもありますが，これは
precision medicineに向かって進歩していくべき
ガイドラインの本来の趣旨を損ねるものでしょ
う。どのような大家の発言であれガイドラインで
あれ，これに疑問を感じる感性とそれを実証しよ
うとする志は，いつの時代の医師にも必要な物と
感じます。
　Chiba Medical Society Awardは本学循環器内
科の髙岡浩之先生が受賞されました。おめでとう
ございました。CTの急速な進歩とその応用の展
開には驚くばかりで，髙岡先生の研究が今後さら
に発展していくことを期待したいと思います。
　最終講義については羽田　明先生，岡本美孝先
生，織田成人先生の 3名の先生方の講義録が収載
されています。個人的にも大変お世話になった先
生ばかりでぜひ出席したがったのですが，残念な
がら日程の都合がつかず，いずれの先生の最終講
義も拝聴する機会を失してしまいました。大変素
晴らしいものだったと聞いておりますが，講義録
は当日の講義を彷彿とさせるもので，このような講
義に誌上で接することができるのは，他では得ら
れない千葉医学ならでは特色といえましょう。先
生方のますますの発展を祈念するとともに，一息
つかれましたら，後輩の道標とすべくぜひ千葉医
学にご寄稿頂きますようお願いしたいと思います。
 （編集委員　亀井克彦）
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